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	応用
	抗原情報
	背景
	p27 Kip1は、サイクリン依存性キナーゼ阻害因子であるCip/Kipファミリーの一員です。同族のp57 Kip2やp21 Waf1/Cip1と同様に、G1期制限点を強化する能力は、CDK2/サイクリンEおよびその他のCDK/サイクリン複合体への阻害結合に由来します。p27の発現レベルは、静止細胞およびcAMPまたはその他の負の細胞周期制御因子で処理した細胞で上昇します。いくつかのG1サイクリン/CDK複合体（サイクリンE-CDK2、サイクリンD2-CDK4、サイクリンA-CDK2）に対する強力な強結合阻害剤であり、有糸分裂期サイクリンB-CDC2に対する阻害剤としては、より弱い阻害作用を示します。細胞増殖の負の調節因子であり、生涯を通じて非増殖状態の維持に関与している可能性があります。
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	p57 Kip2 抗体を使用した HeLa 細胞のウエスタンブロット分析。

